
パ
リ
西
郊
に
恥
け
る
工
業
の
動
向
に
つ
い
て

l
l第
一
次
大
戦
中
お
よ
び
両
大
戦
間
期
に
お
け
る
ス
ュ
レ

l
ヌ
と
ピ
ュ
ト

l
i
l

議

部

啓

問
題
の
所
在

パリ西郊における工業の動向について

本
稿
の
主
題
は
、
第
一
次
大
戦
中
お
よ
び
両
大
戦
同
期
に
お
け
る
パ
リ
西
郊
の
二
つ
の
コ
ミ
ュ

l
γ
、

ス
ュ
レ
I
ヌ
と
ピ
ュ
ト
l
の
工

業
の
動
向
を
歴
史
的
に
跡
付
け
る
こ
と
で
あ
る
。
は
じ
め
に
、
こ
れ
を
よ
り
大
き
な
枠
組
の
な
か
に
位
置
付
け
て
お
こ
う
。

フ
ラ
ン
ス
経
済
の
地
域
的
構
成
の
特
色
は
、
諸
活
動
の
集
積
に
お
い
て
、
。
ハ
ロ
地
域
と
他
の
諸
地
域
と
の
聞
に
甚
だ
し
い
懸
隔
が
あ
る

と
い
う
点
に
あ
り

T
Y
こ
れ
は
一
九
世
紀
初
頭
以
来
の
同
国
の
経
済
発
展

(
あ
る
い
は
停
滞
)
の
|
|
政
治
的
お
よ
び
社
会
的
過
程
と

の
相
互
干
渉
を
通
じ
て
の
|
|
地
理
的
表
現
に
他
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

フ
ラ
ン
ス
経
済
の
史
的
展
開
過
程
で
、
バ
リ
地
域
へ
の
集

中
・
集
積
が
ど
の
よ
う
に
進
行
し
形
成
さ
れ
、
ま
た
、
こ
れ
が
フ
ラ
ン
ス
経
済
の
動
向
に
い
か
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
を
検
討
す
る
こ

と
は
、
同
国
経
済
の
歴
史
地
理
的
研
究
に
と
っ
て
興
味
深
い
課
題
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
視
角
か
ら
な
さ
れ
た
研
究
の
数
は
少
な
い
。
パ
リ
地
域
へ
の
集
中
・
集
積
が
フ
ラ
ン
ス
経
済
の
発
展
に
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
効
呆
を
持
っ
た
と
い
う
指
摘
は
あ
る
が
〈
之
、
こ
れ
は
、
同
国
経
済
の
史
的
・
地
域
的
展
開
過
程
の
充
分
な
分
析
を
踏
ま
え
て
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な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
管
見
し
た
限
り
で
は
、
冨
・

0
5
-
gロ
2
の
研
究
(
ろ
が
あ
る
の
み
だ
が
、
こ
れ
も
、

同
国
経
済
の
地

域
的
構
成
の
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
カ
ル
な
変
化
を
確
認
し
た
に
と
ど
ま
り
、
変
化
の
説
明
に
関
し
て
は
充
分
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
研
究
蓄
積

の
之
し
さ
と
、
さ
ら
に
、
利
用
し
う
る
資
料
の
状
態
と
を
考
え
る
と
、
前
述
の
課
題
に
一
挙
に
答
え
る
の
は
困
難
で
あ
り
、

ひ
と
ま
ず
、

枠
組
を
限
定
し
て
研
究
に
着
手
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
冒
頭
で
述
べ
た
主
題
を
扱
う
が
、
こ
れ
は
、
よ
り
大
き
な

課
題
に
迫
る
た
め
の
出
発
点
と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

こ
の
時
期
を
取
上
げ
た
の
は
、
主
と
し
て
、
第
一
次
大
戦
中
の
軍
需
生
産
の
パ
リ
地
域
の
工
業
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
検
討
す
る
た
め
で

あ
る
。
第
一
次
大
戦
は
、

工
業
の
地
域
的
分
布
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
北
部
お
よ
び
東
部
の
工
業
地
域
が
ド
イ
ツ

軍
に
占
領
さ
れ
た
た
め
、
軍
需
生
産
は
パ
リ
お
よ
び
リ
ヨ
ン
地
域
に
集
中
し
、
と
り
わ
け
、
前
者
に
お
け
る
金
属
・
機
械
工
業
の
発
展
を

促
進
し
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
大
戦
は
工
業
に
お
け
る
集
中
に
も
影
響
を
与
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
九
世
紀
以
来
の
フ
ラ
ン
ス
工
業

の
特
徴
の
一
つ
は
非
集
中
性
(
多
数
の
小
事
業
所
の
存
在
お
よ
び
大
事
業
所
へ
の
集
中
過
程
の
緩
慢
さ
〉
で
あ
る
が
、

一
九

O
六
年

i

九
コ
二
年
に
か
け
て
は
大
事
業
所
へ
の
集
中
の
進
展
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
ハ
4
3

時
期
か
ら
し
て
、

軍
需
生
産
が
こ
の

集
中
過
程
を
促
進
し
、
ま
た
こ
の
集
中
の
進
展
は
、
事
需
生
産
の
一
大
中
心
地
で
あ
っ
た
パ
リ
地
域
に
お
い
て
、
顕
著
で
は
な
か
っ
た
か

と
考
え
ら
れ
よ
う
。

つ
ま
り
、
第
一
次
大
戦
中
の
軍
需
生
産
の
イ
ン
パ
ク
ト
の
下
で
、
パ
リ
地
域
は
、

フ
ラ
ン
ス
工
業
を
牽
引
す
る
工
業
地
域
と
し
て
の
地

歩
を
固
め
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
意
味
で
、
大
戦
中
の
軍
需
生
産
は
、
前
述
の
よ
う
な
ブ
ラ
シ
ス
経
済
の
地
域
的
構
成

を
形
成
し
た
重
要
な
要
因
の
一
つ
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
時
期
、
自
動
車
・
航
空
機
製
造
を
中
心
と
す
る
金
属
・
機
械
工
業
が
発
展
し
つ
つ
あ
っ
た
の
は
、
と
り
わ
け
、
パ
リ
郊
外
の
西
半



パリ西郊における工業の動向について

分
に
お
い
て
で
あ
り
、

ス
ュ
レ
l
ヌ
と
ピ
ュ
ト
ー
は
こ

こ
に
位
置
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
戦
直
前
、
パ
リ
郊
外

旧セーヌ県パリ西郊略図

の
工
業
化
の
前
線
の
一
つ
は
ピ
ュ
ト
ー
か
ら
ス
ュ
レ
l

ヌ
に
向
い
南
下
し
つ
つ
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
軍
需

生
産
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
、
こ
こ
に
お
い
て
、

よ
り
明
確

に
把
握
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

資

料

図

一
九
世
紀
か
ら
二

O
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
パ
リ
地

悪
い
。
パ
リ
地
域
の
経
済
発
展
あ
る
い
は
工
業
化
に
つ
い
て
の
研
究
が
少
な
い
の
は
、
多
く
、
こ
の
こ
と
に
よ
る
で
あ
ろ
う
。
む
ろ
ん
、

域
の
経
済
活
動
に
関
す
る
資
料
の
保
存
状
態
は
極
め
て

く
、
同
様
の
研
究
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
パ
リ
地
域
の
レ
ベ
ル
に
到
達
し
、

断
片
的
な
資
料
は
多
く
見
つ
け
だ
せ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
上
述
の
研
究
目
的
か
ら
し
て
、
こ
れ
が
単
発
的
な
事
例
研
究
に
終
る
こ
と
な

さ
ら
に
は
、
地
域
間
比
較
を
行
な
え
る
よ
う
な
性
格
の
資

料
が
必
要
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
、
営
業
税
台
帳
副
本
(
5
〉
、
軍
需
発
注
関
係
文
書
官
〉
お
よ
び
商
業
登
記
簿
?
)

を
使
用
し
た
。

パ
リ
地
域
の
工
業
化
の
研
究
で
し
ば
し
ば
使
用
さ
れ
て
き
た
資
料
に
商
工
業
年
鑑
(
た
と
え
ば
回
O
H
同町〉、

工
業
用
建
造
物
建
築
許
可

187 

書
、
危
険
物
取
扱
事
業
所
営
業
許
可
書
な
ど
が
あ
る
が
、
本
稿
の
よ
う
な
研
究
に
と
っ
て
は
資
料
と
し
て
の
信
頼
度
、
保
存
状
態
、
情
報
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量
な
ど
の
点
で
前
記
資
料
よ
り
も
劣
る
の
で
使
用
し
な
か
っ
た
。

ス
ュ
レ
l
ヌ
の
工
業
に
対
す
る
軍
需
生
産
の
イ
ン
パ
ク
ト
ハ
8
)

営
業
税
台
帳
副
本
に
よ
れ
ば
、

ス
ュ
レ

l
ヌ
に
お
け
る
事
業
所
数
官
)
は
、

一
九
一
四
年
に
七
八
O
、

一
九
一
九
年
に
八
一
四
で
あ
っ

た
。
こ
の
う
ち
、

C
表
に
分
類
さ
れ
て
い
る
工
業
事
業
所
の
数
は
、

一
九
一
四
年
に
五
一
二
、

一
九
一
九
年
に
六
八
で
あ
り
、
数
の
上
か
ら

は
大
き
な
変
化
は
看
取
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
部
門
別
構
成
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
金
属
・
機
械
部
門
の
事
業
所
の
進
展
が
著

〆

ミ

。

、t
t
E
V

一
九
一
四
年
と
一
九
一
九
年
で
、
同
部
門
の
事
業
所
数
は
九
か
ら
五
一
ニ
ヘ
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
事
業
所
で
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
数

は
一
二
八
九
人
か
ら
二
ニ
、
二
O
四
人
(
巴
に
増
加
し
た
。

C
表
の
工
業
事
業
所
総
数
、
総
労
働
者
数
に
対
す
る
割
合
で
み
る
と
、
事
業

所
数
で
一
七
%
か
ら
七
八
%
、
労
働
者
数
で
五
一
%
か
ら
九
四
%
へ
の
増
加
で
あ
る
。

こ
の
変
化
は
同
時
に
、
大
事
業
所
へ
の
集
中
を
伴
っ
て
い
た
。
事
業
所
あ
た
り
の
平
均
労
働
者
数
は
、

一
九
一
四
年
の
四
五
人
か
ら

九
一
九
年
の
二
O
七
人
へ
増
加
し
た
が
、
こ
の
事
業
所
規
模
の
拡
大
は
、
金
属
・
機
械
部
門
の
大
事
業
所
へ
の
集
中
に
よ
る
も
の
で
、

九
一
九
年
に
労
働
者
数
五
O
O
人
を
越
え
る
六
事
業
所
の
全
て
が
同
部
門
に
属
し
、
全
部
門
総
労
働
者
数
の
八
O
%
を
集
中
し
て
い
た
。

一
九
一
四
年
に
は
、
こ
の
範
轄
の
事
業
所
は
同
部
門
の
一
事
業
所
を
数
え
る
の
み
で
、
総
労
働
者
数
の
二
四
万
を
雇
用
し
て
い
た
だ
け
で

あ
っ
た
。

こ
の
金
属
・
機
械
部
門
の
進
展
お
よ
び
同
部
門
に
お
け
る
大
事
業
所
へ
の
集
中
は
、
軍
需
生
産
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
上
記
六
事
業
所
中
四
事
業
所
に
つ
い
て
は
、

一
九
一
四
年

t
一
九
一
九
年
の
軍
需
生
産
額
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

F
E
m
H
(産
業

用
自
動
車
)
が
九
、
二
九
O
万
フ
ラ
ン
、

(
u
r
-
Eロ
B
(産
業
用
自
動
車
〉
が
一
四
、
九
四
O
万
フ
ラ
ン
、

回
A
W
E
(
飛
行
機
)
が



一
、
七
四

O
万
フ
ラ
ン
、

ロ
白
吋
同
同
門
戸
(
自
動
車
)
が
一
五
、
三
六

O
万
フ
ラ
ン
で
あ
っ
た
〈
話
。
他
の
二
事
業
所
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
地
方
税
営
業
税
の
課
税
標
準
額

(
n
g
t
B叩
仏
町
宮
古
田
広
己
叩
)
か
ら
、
同
期
間
中
に
ス
ュ
レ
I
ヌ
の
全
事
業
所
が
行
な
っ
た

軍
需
生
産
総
額
が
六
八
、
五

O
O万
フ
ラ
ン
と
九
一
、
六

O
O万
フ
ラ
ン
の
間
に
あ
る
と
推
定
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
、
上
記
四
事
業
所
の

合
計
は
五
一
、
三
三

O
万
フ
ラ
ン
に
達
す
る
。
生
産
額
不
明
の
他
の
二
事
業
所
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、

ス
ュ
レ
l
ヌ
に
お
い
て
、
軍
需
生

産
の
大
部
分
が
こ
れ
ら
の
事
業
所
に
集
中
し
て
お
り
、
こ
れ
が
、
こ
れ
ら
の
事
業
所
の
規
模
拡
大
を
ひ
き
お
こ
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
軍
需
生
産
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
、
金
属
・
機
械
部
門
に
お
け
る
小
事
業
所
の
出
現
を
も
促
し
た
。
同
部
門
の
事
業
所
数
は
一
九
一

四
年
の
九
か
ら
一
九
一
九
年
の
五
三
事
業
所
に
増
加
し
た
が
、
こ
の
う
ち
、
三
四
は
五

O
人
以
下
の
労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業
所
で
あ
っ

パリ西郊における工業の動向について

た
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
、

か
つ
て
の
労
働
者
な
ど
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
下
請
と
い
う
形
で
軍
需
生
産
に
携
わ
っ
た
も
の
と

お
そ
ら
く
、

思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
事
業
所
の
消
長
は
激
し
く
、

一
九
一
九
年
の
一
雇
用
労
働
者
一

O
O人
以
下
の
コ
二
事
業
所
中
、

九

五
年
に
存
続
し
て
い
る
も
の
は
、
わ
ず
か
に
七
事
業
所
を
数
え
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
新
た
に
設
立
さ
れ
る
小
事
業
所
が
そ
の
間
隙

を
満
し
て
ゆ
き
、
大
事
業
所
の
傍
ら
で
、
こ
れ
ら
小
事
業
所
は
常
に
存
続
し
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
。

ピ
ュ
ト
l
に
関
し
て
は
、
営
業
税
台
帳
お
よ
び
副
本
の
散
逸
に
よ
り
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
同
市
に
存
在
し
た
造
兵
廠

は
別
と
し
て
、
民
間
の
事
業
所
の
軍
需
生
産
額
は
ス
ュ
レ
l
ヌ
の
そ
れ
を
明
ら
か
に
下
回
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、

ス
ュ
レ

l
ヌ
に
比
べ
て

金
属
・
機
械
部
門
の
大
事
業
所
が
少
な
か
っ
た
た
め
で
あ
り
、
小
事
業
所
の
動
向
、
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
は
速
断
で
き
な
い
。

四

主
要
企
業
の
動
向
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ス
ュ
レ

l
ヌ
に
お
け
る
以
上
の
よ
う
な
変
化
は
、
軍
需
生
産
と
い
う
イ
ン
パ
ク
ト
に
対
す
る
個
々
の
企
業
の
対
応
の
、

コ
ミ
ュ

l
ン
の
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レ
ベ
ル
に
お
け
る
総
和
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
変
化
を
よ
り
よ
く
理
解
す
る
た
め
に
は
、
個
別
企
業
の
レ
ベ
ル
に
ま
で
検
討
を

進
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

大
蔵
省
文
書
館
の
軍
需
発
注
関
係
文
書
に
は
、

ス
ュ
レ

l
ヌ
と
ピ
ュ
ト

1
に
関
し
て
は
、
三
六
件
つ
ま
り
三
六
企
業
に
つ
い
て
の
書
類

が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
よ
り
大
き
な
企
業
ほ
ど
資
料
の
内
容
は
豊
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
前
項
で
の
検
討
結
果
と
の
関
連
で
、
両
コ
ミ
ュ

た
四
企
業
の
う
ち
、
書
類
の
み
あ
た
ら
な
か
っ
た
ロ
向
Eρ

ー
ン
の
主
要
企
業
が
、
軍
需
生
産
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
っ
た
か
と
い
う
点
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
前
項
で
挙
げ

を
除
く
ス
ュ
レ

l
ヌ
の
三
企
業
お
よ
び
ピ
ュ
ト
I
の
二
企
業
、

円
四
四
り
い

0
ロ・

切
0
5
0ロ
(
自
動
車
)
と

d
E
n
(産
業
用
自
動
車
)
の
計
五
企
業
を
取
上
げ
て
検
討
を
加
え
よ
う
(
巴
。

ま
ず
、
各
企
業
の
設
拡
備
張
を
跡
付
け
て
み
よ
う
。

① 

。F・
回

Z
E
同
社
は
、
一
九
一
四
年
七
月
す
な
わ
ち
大
戦
勃
発
直
前
に
、
。
ハ
リ
北
西
郊
の
ル
グ
ア
ロ
ワ
H

ペ
レ
か
ら
ス
ュ
レ

l
ヌ

に
移
転
し
て
き
た
が
、

ル
ヴ
ァ
ロ
ワ
に
お
い
て
は
、
会
社
自
身
の
土
地
・
建
物
は
持
た
ず
、

ア
ト
リ
エ
を
賃
借
し
て
お
り
、

ス
ュ
レ

l
ヌ

に
移
転
後
、

土
地
取
得
・
工
場
建
設
に
着
手
し
、

一
九
一
四
/
一
五
年
度
か
ら
一
九
一
九
/
二

0
年
度
に
か
け
て
、
毎
年
度
、
こ
れ
を
行

な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

一
九
一
四
/
一
五
年
度
か
ら
の
三
年
間
で
、
二
万
平
方
メ
ー
ト
ル
強
の
土
地
を
取
得
し
、
八
一
万
フ
ラ
ン
を

費
し
て
工
場
な
ど
を
建
設
し
た
。
こ
の
結
呆
、
固
定
資
産
中
の
土
地
・
建
物
の
項
は

0
フ
ラ
ン
(
一
九
一
四
年
三
月
〉
か
ら
、

一
八
九
万

こ
れ
に
伴
っ
て
機
械
設
備
の
拡
張
も

進
み
、
国
定
資
産
中
の
こ
の
項
目
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
六
万
フ
ラ
ン
、
二
二
二
万
フ
ラ
ン
、
三

O
八
万
フ
ラ

γ
と
増
加
し
た
ハ
担
。

フ
ラ
ン
(
一
九
一
九
年
三
月
)
、
二
三
四
万
フ
ラ
ン
(
一
九
二

O
年
三
月
〉
に
増
加
し
た
。

ま
た
、

@ 

m出
曲
、
回
『

21

聞
社
は
、

一
九
一

O
年
に
個
人
企
業
と
し
て
設
立
さ
れ
、
大
戦
中
の
一
九
一
七
年
に
株
式
会
社
に
改
組
さ
れ
た
が
、
固

定
資
産
中
の
土
地
・
建
物
お
よ
び
機
械
設
備
の
総
計
は
、
個
人
企
業
時
代
の
一
二

O
二
万
フ
ラ
ン

(
一
九
一
四
年
六
月
)
、

四
O
七
万
フ
ラ



ン
ハ
一
九
一
七
年
六
月
〉

か
ら
改
組
後
に
は
八
三
五
万
フ
ラ
ン
〈
う
ち
機
械
設
備
四
二
六
万
フ
ラ
ン

l
一
九
一
八
年
六
月
〉
、
二
二
五
五

万
フ
ラ
ン
(
う
ち
機
械
設
備
一
、
一
九
四
万
フ
ラ
ン
i
一
九
二

O
年
六
月
)
に
増
加
し
た
。

@ 

切
-
恥
『
問
。
酔

こ
の
企
業
は
ル
ヴ
ァ
ロ
ワ
と
ク
ル
ブ
グ
ォ
ワ
に
ア
ト
リ
エ
を
持
っ
て
い
た
が
、

一
九
一
五
年
に
ス
ュ
レ

l
ヌ
へ
転
入

し
、
生
産
設
備
の
拡
張
を
行
な
っ
て
い
る
。
固
定
資
産
中
の
土
地
・
建
物
は
二
二
万
フ
ラ
ン
(
一
九
一
三
年
七
月
)
か
ら
二
三
七
万
フ
ラ

ン
(
一
九
一
九
年
二
一
月
〉
、
二
七
九
万
フ
ラ
ン
(
一
九
二

O
年
一
一
一
月
)

機
械
設
備
は
、

同
時
期
に
五
万
フ
ラ
ン
か
ら
六

へ
増
加
し
、

八
万
フ
ラ
ン
、
二
四
四
万
フ
ラ
ン
へ
と
増
加
し
て
い
る
ハ
話
。

④ 

a
e
u問
。
守
因
。
冨
吉
田

同
社
の
固
定
資
産
中
の
土
地
・
建
物
お
よ
び
機
械
設
備
の
項
目
は
一
九
一
四
年
で
、
そ
れ
ぞ
れ
五
九
六
万

パリ西郊における工業の動向について

フ
ラ
ン
、
四
四
六
万
フ
ラ
ン
と
、
上
記
三
企
業
に
比
べ
て
格
段
に
大
き
い
が
、
そ
の
増
加
の
割
合
は
低
く
、

一
九
一
九
年
九
月
に
九
三

O

万
フ
ラ
ン
と
六
五
九
万
フ
ラ
ン
、

一
九
二

O
年
六
月
に
九
四
九
万
フ
ラ
ン
と
六
七
三
万
フ
ラ
ン
に
達
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

⑤ 

町
田
山
内

同
社
に
つ
い
て
は
、

一
九
一
四
年
と
一
九
一
七
年
の
数
字
し
か
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
土
地
・
建
物
が
二

O
六
万
フ
ラ
ン

(
一
九
一
四
年
六
月
)
か
ら
二
七

O
万
フ
ラ
ン
(
一
九
一
七
年
六
月
三
機
械
設
備
が
同
時
期
に
一
四
七
万
フ
ラ
ン
か
ら
二
五
八
万
フ
ラ

γ
に
増
加
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
各
企
業
と
も
一
九
一
四
年

l
一
九
二

O
年
に
か
け
て
、
生
産
設
備
の
拡
張
を
行
な
っ
た
が
、
こ
れ
が
軍
需
生
産
の
イ

シ
パ
ク
ト
の
下
で
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

(
u
r
・回
E
S
で
は
、

一
九
一
六
/
一
七
年
度
の
総
売
上
額
は
、
軍

需
生
産
に
よ
り
前
年
度
に
比
べ
倍
増
し
、
既
存
の
生
産
設
備
で
は
受
注
を
消
化
す
る
の
に
不
足
を
き
た
し
、
二
五

O
万
フ
ラ
ン
に
達
す
る
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新
設
備
拡
張
計
画
が
立
て
ら
れ
た
。
同
様
に
、

∞同
1
5
2
に
お
い
て
も
、

一
九
一
八
年
一
一
月
二
五
日
の
株
主
総
会
で
報
告
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
「
本
年
度
。
・
四

一
九
一
七
/
一
八
年
度
〉
、

我
社
工
場
の
全
生
産
は
国
防
上
の
必
要
の
た
め
に
当
て
ら
れ
」
、

周
年
度
に
ス
ュ
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レ
I
ヌ
で
生
産
さ
れ
た
一
、
三
二

O
台
の
シ
ャ

l
シ
の
う
ち
一
、
二
七
八
台
が
国
防
当
局
に
引
渡
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
年
度
、
国
防
省
の
要

請
に
よ
り
飛
行
機
エ
ン
ジ
ン
製
作
の
た
め
の
設
備
拡
張
を
行
な
っ
て
い
る
。
他
の
企
業
に
つ
い
て
も
、
そ
の
生
産
能
力
の
大
部
分
が
軍
需

生
産
の
た
め
に
費
さ
れ
て
お
り
、
軍
需
生
産
遂
行
の
た
め
に
設
備
拡
張
が
な
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
。

資
金
面
で
は
、
こ
の
設
備
拡
張
は
、
ひ
と
つ
に
は
準
備
金
の
繰
込
み
や
株
式
発
行
に
よ
る
増
資
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
た
。
。
日
γ
回

E
B

で
は
一
九
一
四
年
の
一
五

O
万
フ
ラ
ン
か
ら
一
九
二

O
年
の
六

O
O万
フ
ラ
ン
に
、

ω白ι
日
間
同
で
は
一
九
一
七
年
の
改
組
時
の

一
、
五

0
0

万
フ
ラ
ン
か
ら
、

一
九
一
九
年
の
二
、
二

O
O万
フ
ラ
ン
に
増
資
さ
れ
た
。
ま
た
、
両
社
は
、
こ
の
時
期
に
初
め
て
の
社
債
の
発
行
を
行

な
っ
て
い
る
。

。
r・
回

Z
B
が
一
九
一
八
/
一
九
年
度
に
五

O
O万
フ
ラ
ン
、

一
九
二

O
/一
二
年
度
に
七

O
O万
フ
ラ
ン
、

ω白口
H21

は
一
九
一
九
/
二

0
年
度
に
一
、
五

O
O万
フ
ラ
ン
の
社
債
を
発
行
し
た
。

さ
ら
に
、

速
い
減
価
償
却
も
設
備
拡
張
の
重
要
な
資
金
源
で

あ
っ
た
ろ
う
。
こ
と
に
、
担
。
吋
芯
件
は
年
率
で
機
械
設
備
に
つ
い
て
は
五

O
%、
小
工
具
類
に
つ
い
て
は
一

O
O
%の
償
却
を
行
な
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。

一
般
的
に
い
え
る
か
ど
う
か
は
、
他
の
多
く
の
事
例
の
分
析
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
。

F
Eロ
ヨ
や

ω
E
Z同
に

お
い
て
は
、
軍
需
生
産
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
、
こ
の
よ
う
な
積
極
的
な
資
金
調
達
に
向
わ
し
め
た
と
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
、
軍
需
生
産
の
企
業
の
設
備
拡
張
に
対
す
る
刺
激
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、

し
か
し
、
拡
張
の
程
度
に
は
、
企
業
聞
で
大
き

な
差
異
が
み
ら
れ
、
こ
の
刺
激
に
対
す
る
反
応
が
一
様
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
伸
び
の
鈍
か
っ
た
の
は

ロー
巾

り
-oロ'∞
o
d窓
口
で
、

一
九
一
四
年

l
一
九
二

O
年
の
聞
に
、
固
定
資
産
中
の
土
地
・
建
物
お
よ
び
機
械
設
備
の
項
目
は
約
一
六

O
%
の
伸

び
率
を
示
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、

(
U
H
r
Eロ
ヨ
の
そ
れ
は
同
期
間
に
約
二
、

ooozの
伸
び
を
記
録
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、

ひ
と
つ
に
は
わ
F
ω
Z
S
が
企
業
と
し
て
の
急
速
な
拡
張
期
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

た
と
え
ば
、
大
戦

直
前
の
ス
ュ
レ
l
ヌ
へ
の
移
転
は
、
生
産
設
備
の
合
理
化
と
拡
張
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
同
時
に
資
本
金
も
八
五
万
フ
ラ



ソ
か
ら
一
五

O
万
フ
ラ
ン
に
増
資
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

し
が
し
、
軍
需
生
産
の
刺
激
に
対
し
て
積
極
的
に
対
応
し
て
い
っ
た
の
も
事
実
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
対
応
の
背
景
に
は
、
戦
後
の
状

況
に
対
す
る
楽
観
的
な
見
通
し
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、

nr・
国

E
S
の
一
九
一
六
年
七
月
一
五
日
の
株
主
総
会
で

は
、
戦
後
の
見
通
し
に
ふ
れ
て
、

「
フ
ラ
ン
ス
の
一
雇
客
に
加
え
て
、
あ
ら
ゆ
る
土
地
で
の
あ
ら
ゆ
る
用
途
に
適
す
る
我
祉
の
車
輔
は
、
あ

ら
ゆ
る
国
で
販
路
を
見
出
す
で
あ
ろ
う
」
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

ω同
5
2
に
お
い
て
も
、

一
九
一
八
年
一
一
月
二
五
日
す
な
わ

ち
休
戦
成
立
直
後
の
株
主
総
会
で
、

「
民
間
産
業
よ
り
受
け
て
い
る
戦
後
の
た
め
の
注
文
は
、

我
社
工
場
の
完
成
さ
れ
た
機
械
設
備
が
、

平
和
の
復
帰
後
も
、
広
範
に
か
つ
実
り
豊
か
に
使
用
さ
れ
続
け
る
こ
と
を
予
測
せ
し
む
る
も
の
で
あ
る
」
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

パリ西郊における工業の動向について

実
際
に
は
、
両
社
と
も
戦
後
不
況
期
に
大
き
な
困
難
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
成
長
し
つ
つ
あ
っ
た
自
動
車
産
業
の
将
来
、
と

自
社
製
品
に
対
す
る
自
信
と
に
裏
づ
け
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
の
楽
観
的
展
望
が
、
軍
需
生
産
と
い
う
刺
激
に
対
し
て
積
極
的
な
対
応

を
と
ら
せ
、
休
戦
成
立
後
も
、
引
続
き
設
備
拡
張
を
行
な
わ
せ
た
重
要
な
要
因
で
あ
っ
た
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、
色
町
口
問
。
ロ
・
図
。
a
gロ
の
場
合
は
違
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
同
祉
の
一
九
一
六
年
三
月
一
ニ

O
日
の
株
主
総
会
報
告
で

は
、
「
御
承
知
の
よ
う
に
、
生
産
の
観
点
か
ら
は
、

現
在
の
経
過
は
、

平
和
時
の
そ
れ
と
は
は
っ
き
り
と
異
っ
て
お
り
、
我
祉
の
組
織
を

元
の
状
態
に
戻
し
、
通
常
の
製
産
に
再
び
適
合
さ
せ
る
た
め
の
費
用
は
高
額
に
の
ぼ
る
で
あ
ろ
う
」
と
悲
観
的
な
展
望
が
な
さ
れ
て
お

り
、
軍
需
生
産
が
同
社
に
と
っ
て
平
時
の
生
産
か
ら
の
逸
脱
で
あ
り
、
生
産
能
力
の
増
強
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い
と
認
識
さ
れ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
同
社
に
お
い
て
も
、
社
債
発
行
残
高
は
一
九
一
四
年
の
一
四

O
万
フ
ラ
ン
か
ら
一
九
二

O
年
の
二
、
四
五

O
万
フ
ラ
ン
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へ
急
増
し
て
い
る
が
、
商
社
の
場
合
に
は
、
主
と
し
て
流
動
資
産
の
資
金
繰
り
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

関
じ
自
動
車
産
業
に
属
す
る
企
業
で
あ
り
な
が
ら
、
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
に
展
望
が
分
か
れ
、
ま
た
、
軍
需
生
産
の
刺
激
に
対
す
る
反
応
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が
異
な
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
各
企
業
の
技
術
的
条
件
や
経
営
条
件
お
よ
び
寧
需
生
産
の
組
織
の
な
か
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
ジ

シ
ョ

γ
な
ど
を
、
さ
ら
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
上
述
の
誇
企
業
の
活
動
に
と
っ
て
は
、
軍
需
生
産
は
非
日
常
的
事
件
的
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ

品
れ
は
、
戦
争
終
結
時
に
は
企
業
の
生
産
活
動
の
急
激
な
低
下
を
招
来
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
間
の
経
過
を
最
も
よ
く
示
す
の
は
、

Ee-o仲
の
飛
行
機
生
産
額
の
推
移
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
九
一
一
一
一
年
の
一
一
一
一

O
万
フ
ラ
ン
か
ら
一
九
一
七
年
に
二
、
七

O
O万
フ
ラ
ン
、

さ
ら
に
一
九
一
八
年
に
五
、

0
0
0万
フ
ラ
ン
に
達
し
た
後
、
一
九
一
九
年
に
は
一
、
五
二

O
万
フ
ラ
ン
、
翌
一
九
二

O
年
に
は
六
一

O
万

フ
ラ
ン
に
激
減
す
る

o
E
e
F
O寸
は
一
九
一
九
年
よ
り
オ
ー
ト
バ
イ
や
家
具
の
生
産
に
も
着
手
し
て
多
様
化
を
計
る
が
、
そ
の
生
産
額
は

一
九
二

O
年
で
二

O
O万
フ
ラ
ン
に
す
ぎ
ず
ー
そ
の
結
果
、
同
年
に
は
一
、

一
三

O
万
フ
ラ
ン
の
欠
損
を
記
録
す
る
こ
と
に
な
る
。

企
業
に
と
っ
て
の
困
難
は
、
こ
の
よ
う
な
生
産
低
下
に
の
み
由
来
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
戦
時
中
に
形
成
さ
れ
た
在
庫
の
減

価
が
加
わ
っ
た
。
た
と
え
ば
、

ω
2
2同
で
は
一
九
二

O
年
六
月
に
九
三
五
万
フ
ラ
ン
と
評
価
さ
れ
て
い
た
在
庫
が
、

一
九
二
二
年
三
月

に
は
五
六
二
万
フ
ラ
ン
へ
と
約
四

O
Z減
価
し
た
の
で
あ
っ
た
。

軍
需
生
産
の
イ
ン
パ
ク
ト
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
危
機
に
直
面
し
た
企
業
が
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
乗
り
切
っ
た
か
と

い
う
ζ

と
も
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
を
検
討
す
る
た
め
に
は
企
業
の
内
部
資
料
の
発
掘
が
必
要
と
な
る
。
と
り
あ
え

ず
結
果
だ
け
述
べ
て
お
く
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
企
業
は
国
の
軍
需
生
産
利
潤
税
に
対
す
る
減
税
措
置
も
あ
っ
て
、
こ
の
戦
後
不
況
を
乗
り

切
り
、

一
九
二

0
年
代
に
そ
の
経
営
効
率
の
低
さ
ゆ
え
に
破
産
・
再
建
を
経
験
す
る

P
E
S
-切
O
E
O
ロ
を
除
け
ば
、

一
九
二
三
年
ご

ろ
か
ら
も
ち
直
し
、

一
九
二

0
年
代
の
相
対
的
繁
栄
期
、

一
九
三

0
年
代
の
大
不
況
期
を
経
て
、

一
九
三
六
年
に
盟
小
己
♀
が
固
有
化
に

よ
り

ω
O
Z〉
の
。
ω。
に
吸
収
さ
れ
、

ω同
日
開
♂
の

V
-
Eロ
B
W
Cロ
山
口
は
第
二
次
大
戦
後
の
吸
収
・
合
併
の
波
に
洗
わ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に



な
る
。
前
述
し
た
小
企
業
の
消
長
の
激
し
さ
に
比
べ
れ
ば
安
定
的
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

実
際
、
上
述
の
よ
う
な
設
備
拡
張
は
、
こ
こ
で
言
及
し
た
主
要
企
業
に
限
定
さ
れ
た
現
象
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
自
動
車
製
造
企
業

で
あ
っ
て
も
、
切
O
岡
山
由
ス
ピ
ュ
ト
l
、
一
九
二

O
年
の
資
本
金
一
二
・
五
万
フ
ラ
ン
)
の
場
合
に
は
、
固
定
資
産
中
の
機
械
設
備
の
項
目
は
、

一
九
一
三
年

l
一
九
二

O
年
に
か
け
て
六
一
%
し
か
増
加
し
て
い
な
い

av
ま
た
、
旋
盤
加
工
業
の
回
onρ
ロ
丘
町
件
。
E
E
2
(ピ
ュ

一
九
一
九
年
の
資
本
金
一
五
万
フ
ラ
γ
)
で
は
、

'
h晶

y
l

、

こ
の
項
目
は
一
九
一
四
年
J
一
九
一
九
年
で
五
六
%
増
加
し
た
に
過
ぎ
な

い

avo
こ
れ
ら
小
企
業
は
軍
需
生
産
の
刺
激
を
設
備
拡
張
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
し
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
急
激
な
拡
張
を
経
験
し
た
少
数
の
主
要
企
業
と
の
聞
に
、
前
項
で
み
た
よ
う
な
コ
ソ
ト
ラ
ス
ト

パリ西郊における工業の動向について

が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

五

両
大
戦
間
期
の
動
向

以
上
の
よ
う
に
大
戦
期
を
特
徴
を
つ
け
て
い
た
の
は
、
金
属
・
機
械
部
門
の
主
要
企
業
の
拡
張
で
あ
っ
た
が
、
続
く
両
大
戦
間
期
の
両
コ

ミ
ュ

1
γ
の
経
済
的
動
向
を
特
徴
づ
け
る
の
は
零
細
企
業
数
の
著
し
い
増
加
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
現
象
は
、
あ
る
意
味
で
第
一
次
大

戦
ま
で
の
工
業
化
と
関
係
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
を
商
業
登
記
簿
を
通
じ
て
両
コ
ミ
ュ

l
ン
に
お
け
る
企
業
設
立
の
動
向
を
検
討

す
る
こ
と
で
み
て
ゆ
き
た
い
。

本
稿
で
は
、
'
旧
セ

l
ヌ
県
の
商
業
登
記
簿

2
u
に
一
九
二
三
年

1
一
九
二
八
年
お
よ
び
一
九
三
一
年
l
一
九
三
六
年
の
計
一
二
年
間
に
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登
記
さ
れ
た
会
社
の
う
ち
か
ら
、

ス
ュ
レ

l
ヌ
あ
る
い
は
ピ
ュ
ト

I
に
本
社
を
持
つ
も
の
を
抜
き
出
し
て
検
討
を
加
え
た
。
便
宜
上
、

九
二
三
年

i
ム
九
三
五
年
、
，
一
九
二
六
年

l
一
九
二
八
年
、

一
九
三
一
年
J
一
九
三
三
年
お
よ
び
一
九
三
四
年

t
一
九
三
六
年
を
、
そ
れ
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ぞ
れ
Z
、
耳
司
直
お
よ
び
wu
期
と
し
、
登
記
さ
れ
た
時
日
に
よ
っ
て
会
社
を
こ
の
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
し
て
検
討
し
た
。
登
記
の
時

日
は
会
社
設
立
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
同
一
視
し
て
さ
し
っ
か
え
な
い
。

旧
セ

1
ヌ
県
の
登
記
簿
は
一
九
二
三
年
か
ら
二
つ
の
系
列
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
使
用
し
た
の
は
、
会
社
企
業
が
登
記
さ
れ
て

い
る

B
系
列
で
あ
る
。
個
人
企
業
が
登
記
さ
れ
て
い
る

A
系
列
に
つ
い
て
は
、
我
々
は
一
九
二
四
年
と
一
九
三
五
年
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
二
ヶ
月
づ
っ
調
査
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
ら
個
人
企
業
に
つ
い
て
は
、
同
セ

l
ヌ
県
全
体
で
は
膨
大
な
数
に
の
ぼ
り
、
そ
こ
か
ら
両
コ
ミ

a
l
γ

の
企
業
を
抽
出
す
る
の
は
容
易
で
は
な
く
、
得
ら
れ
る
情
報
は
、
会
社
企
業
に
比
べ
て
少
な
い
。
ま
た
、
上
記
の
調
査
の
結
果
、

個
人
企
業
と
ほ
ぼ
同
様
の
特
徴
を
示
す
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
会
社
企
業
に
つ
い
て
の
結
果
の
み
を
検
討
す
る
。

ま
ず
、
両
コ
ミ
ュ

l
ン
に
お
け
る
会
社
設
立
の
件
数
か
ら
検
討
す
る
と
、
工
期
か
ら
W
M

期
に
か
け
て
七

O
、
九

O
、
六
八
、
七
八
の
計

三
O
六
社
が
設
立
さ
れ
て
い
る
o

E
期
か
ら
不
況
期
の

E
期
に
か
け
て
減
少
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
不
況
の
影
響
よ
り
む
し
ろ
E
期
に

お
け
る
会
社
設
立
が
特
に
活
発
だ
っ
た
こ
と
に
よ
る
で
あ
ろ
う
。
比
較
の
た
め
に
、
両
コ
ミ
ュ

l
ン
に
接
す
る
ナ
γ
テ
ー
ル
を
例
に
と
る

と
、
設
立
件
数
は

E
t
w
m
期
で
、
三
二
、
三
一
、
三

O
、
二

O
の
計
一
一
一
一
一
で
、
面
積
に
お
い
て
両
コ
ミ
ュ

l
ソ
の
合
計
の
二
倍
近
い
ナ

ンf
テ
ー
ル
よ
り
も
、

パ

p
に
隣
接
し
都
市
化
・
工
業
化
の
進
ん
だ
両
コ
ミ
ュ

l
ン
に
お
い
て
、
会
社
設
立
は
よ
り
活
発
で
あ
っ
た

av

ま
た
、
こ
れ
ら
の
会
社
の
大
部
分
は
零
細
企
業
で
あ
っ
た
。
両
コ
ミ
ュ

1
γ

で
設
立
さ
れ
た
会
社
の
設
立
時
の
平
均
資
本
額
を
み
る

と、

E
期
か
ら
wu
期
で
、
そ
れ
ぞ
れ
一
五
・
五
万
フ
ラ
ン
、
三

0
・
五
万
フ
ラ
ン
、
三
八
・

O
万
フ
ラ
ン
、

二
ハ
・
二
万
フ
ラ
ン
で
あ
っ
た
。

E
、
置
期
に
は
、
資
本
額
の
大
き
い
既
存
の
会
社
の
新
会
社
へ
の
改
組
が
各
一
件
ず
つ
あ
り
、
こ
れ
を
考
慮
す
れ
ば
、
大
部
分
の
会
社
の

資
本
額
は
極
め
て
小
さ
い
も
の
で
あ
っ
た
詣
玄

次
に
も
こ
れ
ら
の
会
社
の
部
門
別
分
布
を
み
る
と
、
表
ー
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
両
コ
ミ
ュ

l
ン
に
お
い
て
は
、
金
属
・
機
械
部
門
と
商
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会社の部門別分布表 1

Puteaux et Suresnes 

計

A
U
A
U
n
o
o
o
 

巧

S

凸

汐

且

u
n
d

F 

o
o
n
o
n
v
z
u
 

T
ム

9
t
M
1ょ

taA

E 

旬

d
n
o
o
o
a
u

D 

a
u
q
O
A
U
Aリ

噌
E
・
晶
噌
・
・
晶
噌
'
・
4

C 

。。。
4
q
L
n
w
d

B 

aa宮
内

4
n
D
P
O

つ
d

d
告

の

ん

門

。

A 

q
G
噌

i

唱

i
n
J
“

1923-25 

1626-28 

1931-33 

1934-36 

306 78 140 6 27 39 16 

Nanterre 

計

q
L

句

i
A
U
n
u

n
d
n
o

。。。
4

F 

白
d
n
d
守

A

a
生

唱
E
A

E 

4

6

4

2

 

D 

。L
P

0

4

告

w
b

C 

官
止
の
，
h
。
，
“
。
，
“

B 

白
u
a
u
a
u
n
d

噌

i

A 

。V9
h
-

を
d

凡
リ

1923-25 

1926-28 

1931-33 

1934-36 

15  37 7 17 16 31 

A:繊維。 B:金属・機械， C 化学， D その他の工業， E 建築・運送

F:商業・サービス業

E資料:Registre du CommerceJ 
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業
・
サ
ー
ビ
ス
業
部
門
の
そ
れ
が
多
く
、

ナ
ン
テ
l

ル
と
の
比
較
に
お
い
て
は
、
と
り
わ
け
前
者
の
比
率

の
高
い
こ
と
が
看
取
さ
れ
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
両

大
戦
間
期
に
、

ス
ュ
レ

I
ヌ
と
ピ
ュ
ト

1
の
両
コ
ミ

ュ
l
ン
に
設
立
さ
れ
た
会
社
の
大
部
分
は
、

ひ
と
つ

に
は
工
業
化
・
都
市
化
に
伴
っ
て
増
加
し
た
住
民
の

消
費
に
対
応
し
て
設
立
さ
れ
た
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業

の
、
い
ま
ひ
と
つ
に
は
金
属
・
機
械
部
門
の
卓
越
し

た
工
業
構
成
に
よ
っ
て
吸
引
さ
れ
た
同
部
門
の
、
そ

し
て
、

い
ず
れ
も
零
細
な
規
模
の
企
業
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、

ナ
ン
テ
1
ル
の
よ
う
な
都
市
化
・
工

業
化
の
ブ
ロ

γ
テ
ィ
ア
よ
り
も
、
す
で
に
形
成
さ
れ

て
い
る
都
市
的
工
業
的
土
地
利
用
組
織
に
は
い
り
込

む
と
い
う
立
地
の
選
択
を
行
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
会
社
の
う
ち
、
金
属
・
機
械
部
門
の
そ

れ
は
、
下
請
あ
る
い
は
修
理
を
こ
と
と
す
る
企
業
が

中
心
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
企
業
の
実
態
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I期 E期 N期 計

1923 。 。
1924 。 。
1925 1 1 
1926 。 。 O 
1927 。 。 。
1928 1 。 1 
1929 。 。 。
1930 2 O 2 

1931 。 。 1 1 
1932 。 。 。 。
1933 O 。 。 O 
1934 1 O O 1 
1935 O O 。 。 O 
1936 。 。 。 2 2 
1937 1 。 。 1 2 
1938 。 。 1 3 4 
1939 。 2 1 3 6 
1940 。 1 。 O 1 

1941 1 。 2 O 3 
1942 。 。 O 4 4 
1943 。 O 。 1 1 
1944 。 2 。 3 5 
1945 1 。 。 1 2 
1946 。 O 2 2 4 
1947 2 7 1 6 I6 
1948 1 4 1 2 8 
1949 4 4 7 12 27 
1950 4 17 5 11 37 

1951 O 1 。 1 2 
1952 。 1 4 2 7 
1953 4 。 4 6 14 
1954* 。 O 。 。 。
1955 。 。 。 O 。
1956 O 。 O 。 。
1957 O 1 。 。 1 

年次不明 10 9 8 2 29 

言十 33 49 37 62 τ
i
 

oo 
，E

ム

ー

* 1954年から新しい登記簿への再登記が始まり，それ以降の増資は新登記簿

に記録されるので，再登記された会社が行なったかもしれない増資は，こ

の表には含まれていない。

I 期~N期については本文参照。

E資料:Registre du Commerce) 



会社の閉鎖

1923 
1924 
1925 
1926 
1927 
1928 
1929 
1930 

N期E期E期

。
必
噌
ム

q
o
τ
i
A
a
t

表 3

I期

A
T
9
U
F
b

目

b
9
u
a
u
q
d
T
i

パリ西郊における工業の動向について

ハ
リ
唱
i

。，
u

ハυ
1ょ
n
u
。“

FD

の
A
q
o
q
δ
F
U
τ
i

A
V
Aり
q
a
。
，
“
ハ
リ

1931 
1932 
1933 
1934 
1935 

9
d
n
o
d生
η
δ
A
U

4
4
1
n
u
n
υ
 

唱
止
丹
、
u
唱
ー
の
4
A
U

2
0
2
0
1
 

1936 
1937 
1938 
1939 
1940 

官

i
a佐
唱

i
n
u
n
u

噌
i
A
U
Aリ
噌
i
A
U

n
u
A
U
唱

i
n
U
A
U

ハ
リ
ハ
リ
ハ
り
噌
i
A
U

1941 
1942 
1943 
1944 
1945 

を
一
つ
の
例
に
よ
っ
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
例
と
し
て
取
り
上
げ
る
の
は
、

A
V
n
U
A
U
唱

A

Aり

ハ
リ
ハ
リ
ハ
U
唱
上
ハ
リ

A
U
A
U
Aり
凸

U
噌ム

A
U
Aり

A
U
A
U
A
U

1946 
1947 
1948 
1949 
1950 

A
U
A
U
nり
唱
E
a

唱
i
咽

i
n
u

A
U
噌

i
T
i
A
U
T
i
n
U
A
U

ハU
A
U
A
u
nり
つ
白
凸

U
A
V

日
リ
ハ
U
A
U
A
U
A
V
-
-
A
U

1951 
1952 
1953 
1954 
1955 
1956 
1957 

29 

I期-N期については本文参照。

E資料 :R巴gistredロ CommerceJ

23 36 42 計

一
九
二

O
年
に
ピ
ュ
ト
l
に
お
い
て
二
人
の
兄
弟
の
聞
に
設

兄
弟
が
折
半
し
た
。

立
さ
れ
た
機
械
部
品
製
作
の
合
名
会
社
で
あ
る
。
資
本
金
は
二
万
フ
ラ
ン
で
、
各
人
が
一
万
フ
ラ
ン
ず
つ
出
資
し
て
い
る
。
会
社
は
一
九

一
。
年
に
期
限
に
達
し
、
さ
ら
に
二

O
年
延
長
さ
れ
た
が
、

一
九
三
六
年
一
月
に
活
動
を
停
止
し
、

一
九
四
二
年
に
解
散
し
た
。
注
文
主

の
持
ち
込
む
材
料
を
加
工
す
る
手
間
仕
事
公

E
S巳
脚

貯

の
O
口
)
を
行
な
っ
て
い
た
の
で
解
散
時
に
は
商
品
の
類
は
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
使

い
古
さ
れ
た
旋
盤
と
フ
ラ
イ
ス
盤
各
一
台
と
小
工
具
類
が
残
る
の
み
で
あ
勺
た
。
こ
れ
ら
の
工
具
類
は
一
括
し
て
一
七
、

0
0
0
フ
ラ
ン

199 

本
額
や
業
種
か
ら
み
て
、

で
売
却
さ
れ
、
残
さ
れ
て
い
た
現
金
五
、

0
0
0
フ
ラ
ン
と
合
せ
て
、

こ
の
兄
弟
の
社
会
的
出
自
は
不
明
だ
が
、
資

お
そ
ら
く
熟
練
工
出
身
の
。

5
ュ2
合
印
豆
町
と
呼
ば
れ
た
小
パ
ト
ロ
ソ
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
断
片
的
に
残
つ
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て
い
る
当
時
の
所
得
税
簿
に
よ
れ
ば
、
こ
の
二
万
フ
ラ
ン
と
い
う
額
は
、

お
よ
そ
当
時
の
熟
練
工
の
年
収
の
三
年
分
に
相
当
す
る
。
ま

た
、
解
散
時
の
設
備
の
状
態
は
、

お
そ
ら
く
こ
の
企
業
が
活
動
し
て
い
た
約
一
五
年
聞
を
通
じ
て
変
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
前
記
の
金

属
・
機
械
部
門
の
零
細
企
業
の
状
態
も
、
こ
の
例
か
ら
さ
ほ
ど
遠
く
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

表
2
は
、
両
コ
ミ
ュ
l
y
に
設
立
さ
れ
た
会
社
が
設
立
後
に
行
な
っ
た
増
資
の
件
数
を
年
次
別
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
件
数
が
増

加
す
る
の
は
第
二
次
大
戦
後
の
復
興
期
以
降
で
あ
っ
て
、
両
大
戦
間
期
に
お
い
て
は
、
増
資
は
例
外
的
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
表
3
に
は
、
会
社
閉
鎖
の
件
数
を
年
次
別
に
示
し
た
が
、
閉
鎖
は
一
九
三

0
年
代
の
不
況
期
と
な
ら
ん
で
会
社
設
立
後
の
数

年
聞
に
集
中
し
て
お
り
、
脆
弱
な
企
業
が
多
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
全
三

O
六
社
中
一
八
三
社
に
つ
い
て
、
閉
鎖
お
よ
び
そ
の
時
日
あ

る
い
は
一
九
五

O
年
に
お
け
る
存
続
が
確
認
で
き
た
が
、
閉
鎖
の
確
認
さ
れ
た
二
ニ

O
社
中
七
六
社
は
設
立
後
五
年
未
満
で
閉
鎖
さ
れ
て

い
る
。し

た
が
っ
て
、
両
コ
ミ
ュ
l
ン
に
設
立
さ
れ
た
会
社
の
多
く
は
、
個
別
企
業
と
し
て
は
脆
弱
な
企
業
で
あ
っ
た
が
、

し
か
し
、
こ
れ
ら

を
一
つ
の
階
層
と
し
て
み
る
と
、
あ
る
種
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
事
実
、

ス
ュ
レ

1
ヌ
に
お
い
て
は
、
両
大
戦
間
期

に
は
零
細
企
業
の
数
は
著
し
く
増
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
営
業
税
台
帳
副
本
に
よ
れ
ば
、

ス
ュ
レ
l
ヌ
の
事
業
所
数
は
一
九
二

O
年
の

八
五
九
か
ら
一
九
三

O
年
の
一
、
二
三
四
、

一
九
三
五
年
の
一
二
三
八
に
推
移
し
て
い
る
が
、
同
じ
時
期
に
台
帳
A
表
に
分
類
さ
れ
て
い

る
事
業
所
数
は
、

四
九
八
か
ら
八
五

O
そ
し
て
八
六
六
に
増
加
し
て
い
る
。

A
表
の
事
業
所
は
、
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
そ
れ
と
職
人
的

性
格
の
工
業
事
業
所
で
あ
り
、
こ
こ
で
検
討
し
て
い
る
会
社
の
大
部
分
は
こ
の

A
表
に
分
類
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た

av

以
上
の
検
討
か
ら
、
両
大
戦
間
期
に
ス
ュ
レ
l
ヌ
と
ピ
ュ
ト

1
の
両
コ
ミ
ュ
l
y
に
設
立
さ
れ
た
企
業
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
形
成

さ
れ
う
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
会
社
企
業
の
み
を
取
り
上
げ
た
が
、
個
人
企
業
も
部
門
別
分
布
に
お
い
て
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
割
合
が



会
社
企
業
の
場
合
よ
り
も
大
き
い
こ
と
を
除
け
ば
、
会
社
企
業
と
同
様
の
特
徴
を
示
す
。
こ
れ
ら
の
企
業
は
、
第
一
次
大
戦
ま
で
の
工
業

化
・
都
市
化
が
つ
く
り
出
し
た
都
市
的
工
業
的
土
地
利
用
組
織
に
適
応
し
つ
つ
は
い
り
込
み
、
地
域
の
経
済
活
動
の
網
の
白
|
|
t
も
ち
ろ

ん
そ
れ
は
、
両
コ
ミ
ュ

l
ン
の
境
界
を
大
き
く
は
み
出
し
て
い
る
の
だ
が

l
lの
調
密
化
に
貢
献
し
た
の
だ
っ
た
。
密
度
の
高
い
経
済
活

動
の
地
域
的
摘
の
目
が
織
り
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
工
業
地
域
と
し
て
の
、
さ
ら
に
は
経
済
地
域
と
し
て
の
パ
リ
地
域
の
強
い
点
で
あ
っ

た
と
す
る
な
ら
ば
、
主
要
企
業
と
な
ら
ん
で
、
こ
れ
ら
零
細
企
業
群
も
ま
た
分
析
の
視
野
に
所
を
占
め
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

...... 
J、
む
す
び
に
か
え
て

バリ西郊における工業の動向について

以
上
で
我
々
が
対
象
と
し
た
地
域
に
つ
い
て
は
、
第
一
次
大
戦
中
の
軍
需
生
産
の
工
業
に
対
す
る
イ
ン
パ
ク
ト
、

お
よ
び
そ
れ
に
続
く

両
大
戦
間
期
の
経
済
的
動
向
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
特
徴
的
な
動
向
が
析
出
さ
れ
た
わ
け
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
パ
リ
地
域
の
レ
ベ
ル
に
到
達
す
る
た
め
に
他
の
コ
ミ
ュ
l
ン
の
事
例
研
究
を
積
み
重
ね
て
行
く
時
の
作
業
仮
説
と
し
て
役

立
つ
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
際
に
は
さ
ら
に
分
析
を
深
め
て
ゆ
く
た
め
に
、
以
下
の
二
点
が
新
た
な
課
題
と
な
ろ
う
。
ま
ず
、
軍
需
生

産
の
刺
激
と
い
う
イ
ン
プ
ッ
ト
が
設
備
拡
張
と
い
う
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
な
っ
て
出
て
く
る
過
程
を
十
分
に
把
握
す
る
た
め
に
は
、
企
業
と

い
う
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ァ
ク
ス
の
仕
組
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
た
め
に
は
大
き
な
困
難
が
予
想
さ
れ
る
が
、
企
業
の
内
部
資
料
の
発

掘
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
零
細
企
業
の
設
立
者
た
ち
に
つ
い
て
の
社
会
学
的
デ
ー
タ
の
収
集
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
小
バ

ト
ロ
ン
た
ち
に
関
し
て
は
、
、
企
業
経
営
者
と
し
て
よ
り
も
、
む
し
ろ
都
市
的
環
境
の
な
か
に
お
け
る
ひ
と
つ
の
社
会
集
団
と
し
て
の
分

201 

析
が
有
効
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
稿
の
最
初
で
述
べ
た
よ
う
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
行
く
の
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
ら
個
々
の
行
為
者
の
レ
ベ
ル
に
ま
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パリ西郊における工業の動向について

以
下
の
記
述
は
上
記
資
料
に
よ
っ
て
い
る
。

(
日
)
固
定
資
産
に
関
す
る
数
値
は
購
入
価
格
に
よ
る
も
の
で
減
価
償
却
額
を
差
し
引
い
て
な
い
。
た
だ
し
、
。
F
巴
E
B
の
場
合
は
、
購
入
価
格
と

い
っ
て
も
実
際
の
そ
れ
で
は
な
く
、
物
価
上
昇
分
を
差
し
引
き
、
戦
前
と
同
じ
基
準
で
評
価
さ
れ
た
そ
れ
で
あ
る
。

(
川
崎
)
国
広
丘
三
に
つ
い
て
だ
け
は
、
固
定
資
産
に
関
す
る
数
値
は
減
価
償
却
後
の
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
一
九
二

O
年
に
つ
い
て
は
、
後
に
み
る

よ
う
に
巨
額
の
欠
損
を
記
録
し
た
の
で
減
価
償
却
を
行
な
っ
て
い
な
い
。

(
日
)
〉
何
回
り
切
H
問
問
。
∞
(
品
。
回
曲
目
。
同
回

O
N日
開
同
)

(
時
)
〉
何
句
切
H
印
印
{
)
∞
(
品
。
回
曲
目

2
切

on』
ロ

2
2
c
m
w
E
-
z
o
H
)

(
げ
)
前
掲
注
7

な
お
、
の

-
F
2
5
5
2
は
、
パ
リ
市
内
の
回
巴
-ot--o
の
企
業
を
分
析
す
る
際
に
、
営
業
税
台
帳
と
な
ら
ん
で
こ
の
登
記
簿
を
使
用
し
て
い

る。

(
凶
)
ち
な
み
に
、
一
九
二
五
年
一
二
月
二
八
日

t
一
九
二
六
年
一
月
一
八
日
ま
で
に
旧
セ
l
ヌ
県
で
登
記
さ
れ
た
三
三

O
社
の
う
ち
八
一
%
が
パ
リ

市
内
に
、
一
三
%
が
郊
外
、
と
り
わ
け
、
近
郊
の
コ
ミ
ュ

l
y
に
本
社
を
置
き
、
残
り
は
、
地
方
に
本
社
を
置
く
会
社
の
支
社
で
あ
り
、
そ
の
多

く
は
パ
リ
に
位
置
し
て
い
た
。

(
均
)
旧
セ

l
ヌ
県
全
体
で
は
、
設
立
さ
れ
た
会
社
の
平
均
資
本
額
は
、
一
九
二
三
年
J
一
九
三
一
年
ま
で
の
聞
は
、
八
一
子
二
万
フ
ラ
ソ
こ
九
二

三
一
年
)
か
ら
一
四
四
・
八
万
フ
ラ
ン
(
一
九
二
九
年
)
の
聞
で
変
化
し
て
い
る
。
一
九
三
二
年
以
降
に
つ
い
て
は
デ
ー
タ
が
な
い
。

k
由
お
さ
s

h

、h
h
h
判
官
寄
託
室
内
h
h
e
h
a
s
h
h同

h
叫旬、ミな

〈
却
)
〉
同

n
E
4
2
円
四
四
旬
開
江
田

-
O
A
F
(
N
H
ω

・
由
吋
和
国
)

(
幻
)
事
業
所
数
が
そ
の
ま
ま
企
業
数
で
は
な
い
が
、
前
者
の
増
加
が
後
者
の
増
加
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
、

A
表
に
分

類
さ
れ
て
い
る
事
業
所
の
大
部
分
は
個
人
企
業
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
る
そ
れ
で
あ
る
。
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